
施設（建物）カルテ

施設番号 54 調査年度 2024年度

建築年度 1981年度 築年数 43年

構造 木造 耐震性 あり

延床面積 121.71㎡ 敷地面積 1,253.00㎡

建物所有 市所有 敷地所有 民有地（無償）

減価償却率 100% 減価償却費 0千円

経費決算額 残存簿価 0千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 3,078千円

運営形態 直営 常駐人数 61

補助金等 補助金額

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　〔優先度〕
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題

市全体の児童数は減少しているが、学童クラブ在籍児童数は増加傾向にある。
３年後以降は減少見込みである。
敷地が借地である。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 東学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

1,786千円

補助金名称



施設（建物）カルテ

施設番号 55 調査年度 2024年度

建築年度 1981年度 築年数 43年

構造 鉄筋コンクリート造 耐震性 あり

延床面積 85.39㎡ 敷地面積 2,145.52㎡

建物所有 市所有 敷地所有 市所有

減価償却率 88% 減価償却費 254千円

経費決算額 残存簿価 1,383千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 2,516千円

運営形態 直営 常駐人数 59

補助金等 あり（建物） 補助金額 －

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕空調等設備改修　〔優先度〕Ｂ、〔内容〕維持補修
（屋上防水･外壁改修等） 〔優先度〕Ｂ
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題

市全体の児童数は減少しているが、学童クラブ在籍児童数は増加傾向にある。
３年後以降は減少見込みである。
中央児童館内に設置された学童クラブである。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 奈賀学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

1,460千円

補助金名称 都補助（中央児童館同）



施設（建物）カルテ

施設番号 56 調査年度 2024年度

建築年度 2000年度 築年数 24年

構造 木造 耐震性 あり

延床面積 151.95㎡ 敷地面積 558.00㎡

建物所有 市所有 敷地所有 民有地（有償）

減価償却率 97% 減価償却費 1,364千円

経費決算額 残存簿価 1,008千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 2,561千円

運営形態 直営 常駐人数 48

補助金等 補助金額

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　〔優先度〕
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題

市全体の児童数は減少しているが、学童クラブ在籍児童数は増加傾向にある。
３年後以降は減少見込みである。
敷地が借地である。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 松林学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

1,486千円

補助金名称



施設（建物）カルテ

施設番号 57 調査年度 2024年度

建築年度 1990年度 築年数 34年

構造 鉄筋コンクリート造 耐震性 あり

延床面積 91.80㎡ 敷地面積 728.60㎡

建物所有 市所有 敷地所有 市所有

減価償却率 66% 減価償却費 273千円

経費決算額 残存簿価 4,214千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 1,541千円

運営形態 直営 常駐人数 40

補助金等 あり（土地） 補助金額 －

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕維持補修（屋上防水･外壁改修）　〔優先度〕Ｂ
【建物不具合】雨漏り（２箇所）、屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題

市全体の児童数は減少しているが、学童クラブ在籍児童数は増加傾向にある。
３年後以降は減少見込みである。
西児童館内に設置された学童クラブである。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 小作台学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

894千円

補助金名称 S63　防衛施設周辺民生安定施設整備事業（西児童館同）



施設（建物）カルテ

施設番号 58 調査年度 2024年度

建築年度 1999年度 築年数 25年

構造 軽量鉄骨造 耐震性 あり

延床面積 152.88㎡ 敷地面積 339.08㎡

建物所有 市所有 敷地所有 市所有

減価償却率 84% 減価償却費 994千円

経費決算額 残存簿価 4,288千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 2,351千円

運営形態 直営 常駐人数 45

補助金等 補助金額

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　〔優先度〕
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題
市全体の児童数は減少しているが、学童クラブ在籍児童数は増加傾向にある。
３年後以降は減少見込みである。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 小作台第二学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

1,364千円

補助金名称



施設（建物）カルテ

施設番号 59 調査年度 2024年度

建築年度 2005年度 築年数 19年

構造 木造 耐震性 あり

延床面積 149.05㎡ 敷地面積 500.81㎡

建物所有 市所有 敷地所有 市所有

減価償却率 75% 減価償却費 1,554千円

経費決算額 残存簿価 8,916千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 2,568千円

運営形態 直営 常駐人数 60

補助金等 補助金額

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　〔優先度〕
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題
市全体の児童数は減少しているが、学童クラブ在籍児童数は増加傾向にある。
３年後以降は減少見込みである。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 西学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

1,490千円

補助金名称



施設（建物）カルテ

施設番号 60 調査年度 2024年度

建築年度 1985年度 築年数 39年

構造 軽量鉄骨造 耐震性 あり

延床面積 132.49㎡ 敷地面積 866.00㎡

建物所有 市所有 敷地所有 民有地（有償）

減価償却率 99% 減価償却費 507千円

経費決算額 残存簿価 375千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 3,175千円

運営形態 直営 常駐人数 59

補助金等 補助金額

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　〔優先度〕
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題

児童数の減少により、入所者数も減少見込み。
敷地が借地である。
建物の一部が未利用の状態である。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 富士見学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

1,843千円

補助金名称



施設（建物）カルテ

施設番号 61 調査年度 2024年度

建築年度 2023年度 築年数 1年

構造 鉄筋コンクリート造 耐震性 あり

延床面積 98.80㎡ 敷地面積 12,304.00㎡

建物所有 市所有 敷地所有 市所有

減価償却率 － 減価償却費 －

経費決算額 残存簿価 －

(R5年度) 使用料収入(R5) －

運営形態 民間委託 常駐人数 33

補助金等 あり（建物） 補助金額 －

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕長寿命化改修　〔優先度〕Ｃ
【建物不具合】

施設の現状と課題

児童数の減少により、入所者数も減少見込み。
富士見小学校内に設置された学童クラブである。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれており、富士見学
童クラブとの統合が課題である。

施設名称 富士見小学校学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭にい
ない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の増進
に寄与することを目的とする。
2024年度に、市内で初めて学校内に設置した学童クラブである。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

－

補助金名称 防衛省、文部科学省（富士見小学校同）



施設（建物）カルテ

施設番号 62 調査年度 2024年度

建築年度 1987年度 築年数 37年

構造 軽量鉄骨造 耐震性 あり

延床面積 118.33㎡ 敷地面積 757.37㎡

建物所有 市所有 敷地所有 民有地（有償）

減価償却率 76% 減価償却費 652千円

経費決算額 残存簿価 7,002千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 2,358千円

運営形態 直営 常駐人数 49

補助金等 補助金額

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　〔優先度〕
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題

市全体の児童数は減少しているが、学童クラブ在籍児童数は増加傾向にある。
３年後以降は減少見込みである。
敷地が借地である。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 栄学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

1,368千円

補助金名称



施設（建物）カルテ

施設番号 63 調査年度 2024年度

建築年度 2010年度 築年数 14年

構造 木造 耐震性 あり

延床面積 59.62㎡ 敷地面積 757.37㎡

建物所有 市所有 敷地所有 民有地（有償）

減価償却率 76% 減価償却費 652千円

経費決算額 残存簿価 7,002千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 934千円

運営形態 直営 常駐人数 29

補助金等 あり（建物） 補助金額 9,450千円

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　〔優先度〕
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題

市全体の児童数は減少しているが、学童クラブ在籍児童数は増加傾向にある。３
年後以降は減少見込みである。
敷地が借地である。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 栄第二学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

542千円

補助金名称 H22　児童館等整備補助金（建築）



施設（建物）カルテ

施設番号 64 調査年度 2024年度

建築年度 1998年度 築年数 26年

構造 鉄筋コンクリート造 耐震性 あり

延床面積 100.81㎡ 敷地面積 1,235.99㎡

建物所有 市所有 敷地所有 市所有

減価償却率 51% 減価償却費 299千円

経費決算額 残存簿価 6,723千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 2,591千円

運営形態 直営 常駐人数 49

補助金等 あり（建物） 補助金額

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕空調等設備改修　〔優先度〕Ｂ、〔内容〕維持補修
（屋上防水･外壁改修） 〔優先度〕Ｂ
【建物不具合】屋根・外壁ひび割れ

施設の現状と課題
児童数の減少により、入所者数も減少見込み。
東児童館内に設置された学童クラブである。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。

施設名称 武蔵野学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭に
いない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の
増進に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

1,503千円

補助金名称 H8・H9　防衛施設周辺民生安定施設整備事業（東児童館同）



施設（建物）カルテ

施設番号 65 調査年度 2024年度

建築年度 2015年度 築年数 9年

構造 鉄筋コンクリート造 耐震性 あり

延床面積 142.67㎡ 敷地面積 1,442.84㎡

建物所有 市所有 敷地所有 公有地（有償）

減価償却率 53% 減価償却費 1,120千円

経費決算額 残存簿価 24,034千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 1,530千円

運営形態 直営 常駐人数 29

補助金等 あり（建物） 補助金額 1,812千円

施設名称 武蔵野第二学童クラブ

施設の概要

（設置目的等）

市内に居住し、小学校に就学している児童で、保護者が労働等により昼間家庭にい
ない児童に対し、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成と福祉の増進
に寄与することを目的とする。

所管部 子ども家庭部 所管課 子育て支援課

888千円

補助金名称 H9建築　学童クラブ設置促進事業等補助金

根拠例規
羽村市学童クラブ条例
羽村市学童クラブ条例施行規則

必要な施設整備と

優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　〔優先度〕
【建物不具合】

施設の現状と課題
児童数の減少により、入所者数も減少見込み。
都営神明台三丁目アパート内に設置された学童クラブである。
学童クラブについては、学校内もしくは学校近接の設置が望まれている。


